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会 議 名 令和元年度第３回 東京都板橋区男女平等参画審議会 

開 催 日 時 令和２年２月２１日（金）午前１０時００分から午後１２時００分まで 

開 催 場 所 板橋区保健所 地下１階 講堂 

出 席 者 

〔委員〕   野村浩子 吉田正幸 木場真彦 小林英子 

鈴木康彦（欠席）西川有理子 亀岡惠子 

〔事務局〕  男女社会参画課長 男女平等推進係長 

       男女平等推進係副係長 男女平等推進係主任 

会 議 の 公 開 

（ 傍 聴 ） 

公開（傍聴できる） 部分公開（部分傍聴できる） 

非公開（傍聴できない） 

傍 聴 者 数 ０人 

議 題 

１ 開会 

２ アクティブプラン２０２５計画骨子の検討 

３ その他 

４ 閉会 

配 布 資 料 

１ アクティブプラン2025 体系案 

２ ①アクティブプラン2020 活動指標を設定した事業の評価および 

達成状況 

②アクティブプラン2020 成果指標の達成状況 

  ③アクティブプラン2020 実施結果に関する施策ごとの二次評価 

（平成28～30年度） 

３ 令和元年度第２回板橋区男女平等参画審議会 会議録 

参考資料１ 第一次から第四次までの行動計画体系図 

参考資料２ 児童虐待防止対策の強化を図るための児童福祉法の一部

を改正する法律の概要 

参考資料３ 令和２年度「ＡＶ出演強要・『ＪＫビジネス』等被害防

止月間」の実施について 

所 管 課  総務部男女社会参画課男女平等推進係（電話３５７９－２４８６） 
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午前１０時００分 開会 

 

○男女社会参画課長 まずは事務局から、本日の審議の大まかな流れについてお話をさせ

ていただきます。 

 本日は、分科会という形で開催させていただきます。２週間ほど前に、もう一方の分科

会を開催しております。そちらでは、一旦お分けしためざす姿でいうと、１と４の部分に

ついて内容を細かく審議してまいりました。 

 めざす姿１、２の分け方については、前回の審議会で色々と議論がありました。個人と

社会というところで大枠をつくりましたが、この分け方が、これでいいのか、うまく分け

られるのかというところで、色々と議論がありましたので、分科会で皆さんの意見を聞き

ながら、改めて検討することにさせていただいたかと思います。 

 今回は２と３のところ、さまざまな分野での男女平等参画の推進と、あらゆる暴力の根

絶です。関心が高くなっているＤＶや、今までの計画にはなかった若年女性への色々な対

策、そういったところを次の計画では盛り込んでいきたいと考えております。本日は分科

会で、少人数での審議になりますので、お一人お一人の思い、そして、こういう施策、こ

ういう事業をやっていったらいいのではないかというご提案をいただいて、事務局でまと

めたいと考えております。 

 もう一つお願いしたいのが、現行の計画の状況についてのご意見です。毎年どれだけの

成果があったのか、どんな内容で進められてきたのか、それを資料２－１、２－２、２－

３でまとめておりますので、この資料を基にご意見をいただきたいと思います。網かけに

なっている部分が、特に進んでいないと認識している部分です。男女社会参画課がメイン

でやっているものではない施策もありますので、ご意見をいただくのが難しいものもある

かと思うのですが、新しい計画、特に、めざす姿２、３に該当するところで、今までの経

過について気がついた点やアドバイスをいただければと思います。 

 次の計画に入れた方がよいと思う施策や事業を大いに発言していただくということと、

現行の計画の結果についてご意見をいただくこと、この二つが本日の分科会での主な審議

内容でございます。 

 また、もしお時間があれば、前回の宿題であっためざす姿の分け方についてのご意見や、

それから、今の計画には『すべての女性が輝くまち』という視点があったわけですけれど

も、今度はどういう視点にするか、例が体系案の右上にありますけれども、そういった案
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を、もし皆さんがお持ちいただいているようなら、この場で発表していただいても結構で

す。もちろん、後日、こういうのはどうでしょうかとメールなどでご連絡いただいても構

いません。皆さんからいただいたものを基に、次回の審議会で事務局から幾つか案を示す

という方向で決めていきたいと思います。 

 ３回目の審議会になりますが、残りもそれほど多い回数ではなく、今後は皆さんにいた

だいた意見を徐々にまとめていく形になりますので、ぜひ、たくさんのご意見をいただき

たいと思います。 

 資料について質問がございましたら、いつでもお声がけください。 

○委員 よろしいでしょうか。 

 板橋区の男女平等参画基本条例についてです。これについての認識というのが、先日い

ただいた意識調査の中に出てくるのですけれども、区の職員でも知らないというのがかな

りの割合を占めているということに驚きました。これができたのは何年前でしたか。 

○男女社会参画課長 平成１５年ですから、もう１５、６年前。 

○委員 １５年前ですよね。しかも、基本条例ですよね。一般の条例と違って、基本条例

というのは、区の向かう方向の根幹をなすものだと思うのですけど、それを区の職員さん

たちが知らない方が多いというのが、とても驚きました、がっかりしたのですけれど。 

○男女社会参画課長 ご意見はもっともで、よくないことではありますが、そもそも男女

社会参画課の施策が知られていないというところに対しての働きかけを、ここのところず

っとしておりまして、条例となりますと、正直、我々の普段の業務において、自分の所管

以外の条例文を読むという機会はかなり少なくなってしまいます。 

もちろん条例を知ってもらうことは大事なのですけれども、聞き方として「男女社会参

画に対して、色々な事業をやっていることを知っていますか」という質問にすれば、全く

数が違ったはずであったと考えています。条例についても職員に向けて伝えていかなけれ

ばいけないというのは思っているところで、おっしゃるとおり、基本のところなのですよ

ね。区政経営のベースであるからこそ、具体的な施策や事業に位置付けられていないとこ

ろも難しいところです。それについては、政策企画課が行った区民意識意向調査・区民満

足度調査をした中で、男女共同参画のことについても触れるべきだというご意見をいただ

いているような、そんな状況ですので、少しずつ、変わってきつつあります。 

 それでは、会長、よろしくお願いいたします。 

○会長 それでは、改めて、令和元年度第３回板橋区男女平等参画審議会の審議を始めさ
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せていただきます。傍聴者は、今日はいらっしゃらないですね。 

 ただいま事務局からご説明いただいたように、本日も活発なご審議をお願いしたいと思

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、アクティブプラン２０２５の計画骨子の検討を掘り下げていきたいのですが、

その前に、２０２０の達成状況及び二次評価についてご意見をいただいて、それを踏まえ

て、だからこうしようという議論を進めさせていただきたいと思っております。 

 本日が初顔合わせの委員がいらっしゃいますので、一言いただけますでしょうか。 

○委員 欠席続きで、第１回、第２回と出られませんでした。区の子ども・子育て会議が

ございまして、そちらで私は副会長をやっているものですから、子どもとか、女性とか、

働き方という部分で、多少なりとも役に立てと、こういうことだろうと思います。 

 それから、もうどのぐらい前になるか分かりませんが、この男女平等参画審議会の副会

長をやっておりましたので、この２０２０は若干私に責任があるのではないかなと思って

おりますが、一応、そういう面倒くさい立場でございますので、また色々とよろしくお願

いしたいと思います。 

○会長 よろしくお願いいたします。 

それでは、２０２０の達成状況、二次評価など、資料２－１、２、３で丁寧に取りまと

めをしてくださっています。これについてご意見をいただきたいと思います。 

 本日の主なテーマは、２０２５のめざす姿２と３を主に審議するということなのですが、

そのジャンルにこだわらず、資料２－１、２、３をご覧いただいて、「いやいや、維持と

書いてあるけれども、もっと頑張っているのではないか」とか、もしくはその逆ですとか、

コメントをいただけたらと思います。 

 では、皆さんが考えていらっしゃる間に、幾つかあるのですけど、まず私は、めざす姿

２－２－１のところ、板橋区の、区の審議会委員の女性比率が少ないというのは、これは

やる気があればできることではないかと思っています。やはり、区役所の中でも、全体の

問題意識の共有、課題認識が共有されていないことの表れなのではないかと思っておりま

す。もちろん、ここにいらっしゃる方はもう十二分に分かっていらっしゃいますが、区役

所全体で、この審議会委員の女性比率は『停滞』は許されないのではないかと思います。 

○男女社会参画課長 先ほども、職員が条例について、あまりに知らないことに驚いてい

るというご指摘をいただいたところです。男女社会参画課は区民に向けた施策は多かった

ものの、区の職員に対しての働きかけというのが人事課任せになってしまい、女性職員へ
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の働きかけもそうですし、男性職員への理解を深めるというところが不足していたことに

対して、ここのところ取り組んでおります。しかし、例えば女性管理職の増というところ

には、なかなか当課として踏み込み切れない部分もあり、組織としての女性活躍推進がま

だ進んでいないところがあります。 

審議会委員については、国は４割にだいぶ近くなってきているところなのですけれども、

区はずっと３割いくかいかないかで、それに対して昨年は、部ごとで数字を出し、自覚を

もって取り組んでもらうということを、初めてやらせていただいて、つい最近も通知を出

したところです。教育や福祉の分野における委員比率は、女性の比率が高く、ほかの分野

では低いという結果が出ており、各部にそれを、自覚をもって取り組んでいただこうとい

う段階ではあります。 

○委員 色々な会議で常に思うのですけれども、この資料２－１と２－２、いずれも目標

値がございます。実は、これは混在していて、例えば資料２－２の、めざす姿１の３つ目

『家事・育児・介護スキルアップ講座に参加する男性の割合』とあります。これは増えた

ほうがいいのですが、いわばアウトプットであって、大事なことは、参加する人が増えて、

その方々の意識が、参加して学んだことによって男女平等のほうに意識が高まったという、

要するに、アウトカムの成果がなければいけないのです。 

 そういう意味では、めざす姿１の最初は意識調査ですから、これはわかります。そのた

めには、アウトプットとしては多分、「色々な広報をしました」とか、「スマホでも見ら

れるようにしました」、「区の広報にも載せました」となるのでしょうけれど、それを増

やすことが目的ではなく、それが手段で、目的はそれによって意識が高まるということで

す。 

 したがって、本来の目標値は、アウトカム、成果にしたほうが本当はいいのですが、な

かなか難しいものもあるので、そこは微妙だと思いますが、ただ、視点の置き方としては、

去年１０カ所だったのを１５カ所にしました、だからよいのです、という話には実はなら

なくて、そういうものが増えた、あるいは参加者が増えた、その結果、この男女平等参画

の中身が、本当にクオリティが上がったのかというところに視点を置かなければいけない

ので、この成果目標の設定は少し吟味が必要だろうというのが一点です。 

 それから、もう一つは資料２－３で、二次評価のところ、平成２８、２９、３０年度で、

『順調』、『順調』、『維持』とかあります。おそらく、『停滞』とか『維持』について、

特に「これはどうしたのだ、ちゃんとしなければいけない」ということがあるのですが、
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ともすると「順調だからもういいや」となりがちで、順調であっても、よりよくするため

には課題が、「まだこういうのがあるね」というところに光を当てて、順調であるけれど

も、さらにレベルの高い世界を目指すための課題を見つけて、それを次年度にクリアして、

より順調になりましたというような視点の置き方も必要だと思います。 

 これは計画の進捗関連に近いかもしれませんが、計画をつくって、むしろ計画の中身が

実質的によくなるような、そういう工夫ができればよいと、以前の計画に関わっていると

きから思っていたので、難しいのですけれども、少しそういう観点が入れられればと思い

ます。 

○会長 そうですね。数値にできるところで、どう定量的に測っていくかが難しいですね。 

○委員 推移で終わってしまうのですよね。楽ですからね、それは確かに。 

○会長 参加者の人数が増え、意識が変わり、さらに行動が変わったとか、そこまで本当

は見えないといけないですね。 

○委員 せめて意識レベルまでは。これは、調査をかければ分かるわけですから。 

○会長 目標値も、ひょっとしたら、ここにもう一つ枠があって、だからどうします、と

いうところが、もう少し横長の表が必要なのかもしれないですね。 

 今のご意見に関連してでも結構ですし、その他のことでも、何かご意見はございますか。

○委員 よろしいでしょうか。２－２－１のところなのですけれども、今もお話が出たの

ですが、１９８５年に日本が国連の女性差別撤廃条約に批准し、その後、国レベルでも地

方自治体レベルでも、色々な男女平等に関する条例や計画がつくられていきました。 

そのときに、国の男女共同参画基本法が１９９９年に出されたと思うのですが、そこに

は、「男女共同参画社会の実現を、２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置付

け」ということがはっきりと明記されているのですね。そこで同時に、２０２０３０とい

うことが打ち立てられ、今年２０２０ですけれども、とても３０にはなっていないという

ところで、とても残念です。最重要課題のはずなのですけれども、２０年経っても、なぜ

こんなに進まないのだろうかと、とても残念に思っています。 

 先ほど出た区の色々な審議会、そこでの男女比というところをもう少し推し進めていた

だくことが、まず大事ではなないかと考えています。 

○委員 その関連で一つだけよろしいでしょうか。色々な審議会、委員会、検討会などで、

なぜ男女平等が進まないかデータが出ますよね。当然、委員会が１０人で、３人女性で７

人男性だったらバランスが取れていないのが分かりますけれども、大事なことは、なぜそ
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うなっているかという理由を所管課から返してもらうとかしないと、ただ数を合わせれば

よいというだけではなく、もしかしたら何か支障、ネックがあったり、理由があったりす

るかもしれませんので、そこまで踏み込まないと、「５０／５０にしましょう」というだ

けでは、きっと、また何年も経ってしまいます。 

 国の場合、内閣府などの関わっているところで言いますと、「そちらの団体からは、副

会長に女性が１人いらっしゃるから、できれば女性を出してください」とお願いをするの

ですよね。団体に任せてしまうと、会長は男性が出るみたいになるのですけれども、副会

長は女性がいらっしゃるのだったら、できたら、会長ではなくて女性を審議会に出してく

ださい、と国が団体に対してかなり言っているので、国がやり過ぎてはいけないと思いま

すけれども、そういう動きにはなっております。 

 ただ、５０／５０であるかないかというだけではなくて、その中身やプロセスも見える

化した方が、改善の手がかりになるかもしれません。 

○会長 同じ力があれば、女性を出してください、というのは今の時代、必要かと思いま

す。 

○委員 しかし、おそらく委員を選ぶ母体の関係団体や関係グループの役員クラスに、そ

もそも女性があまり出ていないという根っこの問題もあって、そうすると、役員クラスで

ないとそこには出せない、でも女性はいないという問題もあるかもしれません。そういう

関係団体自体も、ここで意識を啓蒙して、やってもらわないといけませんね。 

○会長 私は、区の中の意識ということでいうと、大変失礼ながら、やはりトップがしつ

こく、しつこく、区の職員に向けて言い続ける、これをやるのだ、最優先課題なのだ、と

言い続けることが重要だと思います。中間管理職は上の意向に従いますので。そのあたり、

トップのコミットメントというのが、やや弱いのかなと、この資料を拝見して思いました。 

○男女社会参画課長 実情を言いますと、来年度からの３年間で、女性管理職の多くが定

年退職を迎えることで、今、板橋区には管理職がだいたい１００名ぐらいいるのですけれ

ども、４年後になると、事務系が３人になり、医療系を含めて、やっと５、６人になるの

ではないか、というところです。組織全体として、男女共同参画に関する認識が欠如して

しまっており、非常に危機感を持っています。 

管理職に向けて、ダイバーシティ・マネジメントについてのセミナーを企画したのです

が、参加者が１０人もいないような、なかなか関心を持っていただけない状況です。言い

方は悪いですけれども、女性を入れない組織にまとまり上がっていくというのが現状では
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ないかというところがあります。男女共同参画という、この分野が、区政経営のベースに

あるというのが本来なのですけれども、ベースにあることで逆に見えなくなってしまって

います。 

また、職員に向けた施策は人事課がするもの、といった考え方があるなど、職員に対す

る働きかけを行うのはどちらなのか、といった役割分担も難しく、職員に向けた働きかけ

がなかなかできずにいる状況です。アンコンシャス・バイアスに基づいた女性活躍推進を

してしまう事例もあり、組織全体の意識といいますか、正しい認識というのは、どうやっ

て入れていくのがよいのか、そういったことも含めてご意見いただけますでしょうか。 

○委員 管理職というのは、課長以上ですか。係長には女性が多いのですか。 

○男女社会参画課長 管理職は課長以上ですが、係長にも女性は少ないです。 

○委員 では、一般職だと女性は半分ぐらいいくのですか。 

○男女社会参画課長 ４割です。 

○委員 一般職で女性が４割なのに、なぜ係長で４割いないのか、その理由は何ですか。 

○男女社会参画課長 一般的なことで言われるのは、女性がライフイベントといわれる結

婚、出産、育児で辞める、いわゆるＭ字カーブの問題です。区の場合は、辞めることは少

ないのですけれども、そういうことをきっかけに、お休みに入ることなどで配置に偏りが

出ます。 

 例えば、女性は窓口業務のある職場に行くことが多くなり、区全体が見えるようなポス

トに配置されずに、ずっと窓口業務だけで経験を積んでいくことで、全体に関わるポスト、

係長や管理職に対して、意欲や自信が持てずに挑戦しなくなる方もいるというのが現状で

す。 

 また、昇任においても、育児などの理由があると、どうしても止まってしまいがちです。

例えば管理職選考が受験できる年齢は、男性の場合は子どもの有無にかかわらず、早けれ

ば４０歳手前、３０代後半で受けられますけれども、女性は、日本での第一子の出産平均

年齢は３０歳超ですから、そこから第二子、第三子と続くと４０歳ぐらいのときには、ま

だ幼い子どもがいる状況もあり、その中で管理職になっていくことはなかなか難しく、受

験の機会を持てずにいくというのが現状です。 

○委員 その時点で、形式的な平等だとすると、なかなか女性の管理職が増えないので、

そこは、下駄を履かせるとかしないといけないのではないでしょうか。 

○委員 そのことで言うとすれば、育児や介護は女性にとって負担が大きく、子育ては産
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んだ後もかなりかかりますから、保育園からのお迎えの電話が来るのがお母さんばかりだ

と、先ほど言ったポストにはなかなか就かせてもらえないということもあるかもしれませ

ん。育児・介護など家庭責任みたいなことが女性だけに押しつけられている世の中の風土

とか、ご家庭での意識も、本当に環境が変わっていかないといけないと思います。 

もちろん、下駄を履かせていただけるなら履きたいですが、実情として難しいという状

況が、ずっと長く続きますから、本当にそこは課題だと思います。 

続けて申し上げると、区民向けの講座をたくさんしているのは、本当に努力されている

と思いますけれども、区の内部の意識が低いというのは衝撃的でした。例えば、ＤＶのこ

とでいうと、担当部署だけではなくて、区役所全体で男女共同参画について分かっていな

いと、ＤＶ被害者の支援においても、例えば戸籍の開示ですとか、そういった、うっかり

見せてしまうとか、何で見せてはいけないかという知識とか経験とか、そういったことが

共有されていないという危機感を持っていかないと、今後、どんどんハラスメントの事案

は増えてくると思いますし、そういった対応にも、非常に問題が生じてくるのではないか

と思います。 

もちろん女性管理職を増やすことも重要ですけれども、区役所内での男女共同参画の必

要性とか意識啓発をもう少しやっていただければと思いました。 

○委員 今のことと、女性管理職の件の関連で、資料２－２のめざす姿４で、課長級以上

への昇任を希望する女性職員の割合が、５、６年前で３．２％しかないということであれ

ば、これは全員実現したとしても、たった３％です。 

 そもそも、ここのデータが、極端でも５０％などにならないといけません。ただ、先ほ

どご説明があったような空気感の中で、多分その気持ちがあっても、もう最初からライフ

ステージその他で諦めているということも含めて低いのでしょうが、この数字を上げると

いう目標ですけれども、抜本的に、この数字自体が、そもそも３％というのは考えられな

いですよね、１桁パーセンテージというのが。世界中で、女性が首相や大統領になる時代

だというのに３．２％、管理職ですよ、しかも課長級以上でこれですからね。 

 部長になりたいとか、副区長になりたい人が５、６％ならまだ分かりますけれども、課

長級でこれは、そもそもここは何なのかと少し考えて、色々な課題とも繋がりますので、

それをほぐすことも視点として要るかもしれないですね。 

○委員 そこでいうと、男性の例えば育児休業の取得率をアップするとか、男性の働き方

を変えない限り、ずっと女性に育児・家事の負担がかかり過ぎてしまいますので、男性の
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育児休業の数値目標も、やはりこれでは低いと思います。 

○委員 おそらく、男性のパーセンテージを高く設定しても、実態はなかなか変わりにく

くて、ヨーロッパでやっているようなパパ・クオータとか、母親の取っている期間のせめ

て４分の１は男性も義務的に取ってください、とか、そういう具体的な施策をやらないと、

目標数値だけ上げて頑張ろうといっても、きっと上がらないですよね。 

○委員 日本の大臣が育児休暇を取る、取らないということで話題になっており、海外で

は、そのようなことは絶対にニュースにはならないだろうという、当たり前になっている

というところで、日本は深刻な状況だと感じます。 

○委員 男性が育児休業を３カ月でも取れば人事上のインセンティブになるとか、そうい

うところまでやらないと進まないですよね。今は、むしろ逆ですよね、休んだら出世に響

いてしまう。そうではなくて、きちんと休んだほうが昇進しやすいとか、何かそういうこ

とが大胆にできないと。 

○委員 浜田敬子さんのご本の中に、女性が管理職になりたくない理由の年代比較という

グラフがありまして、それを見ると３５歳から３９歳で逆転するのです。若いうちは仕事

に就いても、できれば上に行きたいと思っている人が多いのですが、３５歳から３９歳の

ときに、なりたくないにグラフが逆転するということがあります。 

それはなぜかというと、長時間労働が嫌だとか、責任が重くなるのが嫌だとか、家事・

育児に支障が出るとか、そういったこともあって、３５歳から３９歳というと、男性だっ

たら一番仕事に脂が乗ってくる時期だと思うのですけれども、そのときに女性の側に、そ

ういうライフステージの問題があるとは言いながら、そこで逆転現象が起きてしまうとい

うのは、とてももったいない、社会にとって損失ではないかという気がします。 

 もっとも、育児というのは女性の負担がすごく大きくなっていることがあるので、それ

をフォローするインフラというものをもっと整備しないことには、この現象はなくならな

いのではないかという気がするのです。 

○会長 先ほどおっしゃった、育児が女性の責任とされているというような、そういう社

会のあり方、性別役割分業意識を変えていかない限り、管理者なんて無理、子育てしなが

らキャリアを積むなんて無理、と女性が思ってしまうことに繋がっていきますよね。 

○委員 それで、先走り過ぎと言われるかもしれないですけれども、今度のアクティブプ

ランの中には、「男性の育児参加」とか、「家事を手伝う」とか、そういう表現はしない

ようにしていただきたいのです。 
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 育児というのは、両親、同じ重さのはずですから、主体が母親で男性は少し協力すれば

いい、少し手伝えばいいとか、そういう意識ではいけないと思うのです。 

 実は、私は審議会委員をやるのは二度目なのですけれども、第２次だったと思いますが、

同じことを言ったのですけれども、そのときには全くそれを取り上げられなくて、「男性

も育児参加しやすい状況をつくるように」とか、「家事の負担を男性もなるべく担うよう

に」とか、そういったような表現がなされていて、でも、２０２０でもそういった文言は

使われているのですよね。 

 ですので、少なくとも「男性の育児参加」という表現は、今回は取り上げないようにし

ていただきたいと思います。 

○会長 この２０２０を見ながら、だからこういうものまで盛り込もう、こうした文言は

止めようというご意見は、どんどんおっしゃっていただきたいと思います。 

○委員 私は、７、８年前に一度、この審議会に参加させていただいたことがあるのです

が、ほとんど改善されていないように感じます。書類上は『順調』とか、そういう言葉が

ありますし、区役所の内部でも順調にされているというようなことが表現されていたのを

読みまして、私は地域振興課に関係が深いのですけれども、それ以外のところは分かりま

せんので、少しずつは改善しているのかという感じで受け止めていました。 

今、色々なお話がありましたが、私が知っている課長さんは独身の方です。３名、４名

存じ上げておりますけれども、だから家庭をもって子育てをしていると、なかなか管理職

というのは、厳しい部分があるのかと思いました。そこはぜひ、今、区長さんをはじめ、

板橋区は世界に向けてアピールしているところがありますので、何とか先端を行けるよう

な、そういう男女平等になっていけばよいと思います。 

 前回も申し上げたように思いますが、私ぐらいの年代の方は、この辺の切り替えがなか

なか難しくて、うちの主人もなかなか切り替わらず、家事を一切やらないというような考

えの人が、区役所の中にもまだたくさんいらっしゃるように思います。 

 今回参加させていただいて一番変わったと思うのは、ＤＶの問題とか、男女の性の関係

とか、以前はそういう議題はありませんでしたので、時代は流れているなと感じておりま

す。難しいことは専門的には全然分かりませんけれども、私の周りでは、本当にまだまだ

です。意識改革をしていくというのは、相当な、それこそ町連の幹部の方たちも、この審

議会に入っていただいて、そうして意識が変わってくるのではないかと感じております。 

○会長 ７、８年前からあまり変わっていないという衝撃的なコメントをいただきました
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が、意識を変えていくためには、先ほど委員がおっしゃったような大胆な施策を入れてい

くことが必要かもしれません。 

○委員 男性の育児参加というのは、それぞれの夫婦での分担です。父親がより関わって、

その時間が多いほうが、当然のことながら奥さんの心身の負担が少ないのと、もう一つは、

子どもの育ちにかなりプラスの影響が出る、要は成果です。 

 そのこと自体が、家庭とか、子どもそのものに対してメリットをもたらすという、そう

いう調査研究は色々と出ています。ただ「頑張ろう」ではなくて、エビデンスベースで、

そうすれば実はあなたが思っているよりも色々なところに効果があって、結果的に回り回

ってあなた自身もハッピーになるという、データがあるものについては、そのほうが説得

力を持ちますので、うまく参考資料でも取り込めるといいと思います。 

○会長 おっしゃるとおりですね。最近はエビデンスベースで固めていこうという流れで

すので。 

○委員 実際にメリットがあるというほうが、説得力がありますね。 

○委員 それと同時に、女性のいわゆる４年制大学への進学率というのも、どんどん増え

ている状況で、色々な大学には国からの補助金とか、そういったものがたくさん出ている

わけですから、大学生を１人卒業させるためには、かなりの補助というか、そういうこと

がなされているはずです。それが仕事に就いて、さあやろうと思ったときに、何年か経っ

て結婚して子どもが産まれたら、もう彼女は、いわゆるメインのコースからマミートラッ

クと言われる、そちらのほうに行ってしまって、元のコースに戻れないということになっ

てしまうと、その女性が持っていた能力が、そこで途切れてしまうということが、社会に

とっても大変損失になると思うのです。 

 ですので、周りの人たちが、「そういうやり方のほうが、うまくいくのだからいいでは

ないか」で済ませていては、２１世紀の日本社会というのは発展しないだろうという気が

するのです。内閣府が出した男女共同参画基本法では２１世紀の最重要課題と位置付けら

れているのですから、ぜひそこは進めてもらいたいものだと思います。 

○会長 ありがとうございます。 

○委員 この次の２０２５に絡むと思いますけれども、今、色々なところで長期計画、総

合計画のつくり直しが行われています。品川区と、それからあきる野市に関わっているの

ですが、どちらも男女共同参画の視点が乏しいという印象を受けています。 

長期総合計画は自治体の最上位計画です。そこに、かなり明確に位置付けられると、当
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然その下部計画というか、関連計画もその視点がかなり入って横串を通すということにな

るのですけれども、全く入っていないわけではないですけれども、かなり私は弱いという

印象を受けているのです。 

 そこを、板橋区の場合も点検しなければいけないということと、そういう長期計画、総

合計画で、今後、日本中そうだと思いますけれども、今ＳＤＧｓがかなり重要なキーワー

ドになっていて、その中に明確に男女共同参画という言葉が入っていますので、ＳＤＧｓ

という言葉を入れるかどうかは別としても、その考え方と視点を入れると、これはかなり

ポピュラーになってきて、ある説得力を持つので、そういう視点もあってもいいと思いま

す。 

○会長 そうですね。おっしゃるとおりです。区の長期計画、総合計画で、ジェンダーの

課題がどのように位置付けられているか確認したほうがいいかもしれません。 

○委員 ＳＤＧｓは入っていると思います。ただ、男女共同参画、平等参画が、その言葉

も含めて総合計画に位置付けられているかというと、多分そうではないのではないかと思

います。私は板橋区の計画は知りませんけれども、品川区とかは不十分な感じを受けてい

ますので。 

○男女社会参画課長 １２月の審議会で配らせていただきましたが、長期基本計画のベー

スの部分、『計画を推進する区政経営』というところに位置付けられてはいるのですが、

非常に見えづらくなっています。 

ただ、長期計画については、何とも意見をしづらい部分がありますので、管理職も含め

て、女性職員の育成という部分で、こういうことをしたらいいのではないかということを

いただきつつ、この分科会でぜひお願いしたいのが、めざす姿２のところでいうと、地域

活動のところで、最近は学校防災連絡会などで働きかけをしていますが、もっとこうした

らいいのではないかというご意見をいただけたらとても嬉しいです。 

あと、めざす姿３の、性差に配慮した健康づくり支援のところですね。教育委員会では、

性教育というのがなかなか難しいところで、若年で妊娠をして、学校も途中で退学してし

まい、賃金が安い労働に就かざるを得なくなってしまって、ゆくゆくは男性に依存してＤ

Ｖ被害を受けてしまう女性が多い、という現場からの訴えもあるので、若い世代に対する

施策についてご意見をいただけばと思います。 

そして、ＤＶのところ全般ですね。新しく資料もつけさせていただいていますけれども、

昨年、野田の事件であったり、目黒の事件であったり、虐待とＤＶの密接な関係がすごく
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言われておりまして、板橋区でも先日、オレンジと紫のダブルリボンというのをつくって、

職員もそれを意識していきましょうと言っているところです。そのあたりの施策について

もご意見いただけたらと思っています。 

○会長 それでは、今まで出てきていない論点としては、まず地域活動について、めざす

姿で言うと、２－２－２あたりでしょうか。２－２－３、防災などにも関連することかと

思いますけれども、そのあたりの評価、それから今後につなげてということで、何かご意

見、コメントがございましたらお願いいたします。 

○委員 私は高島平に住んでおります。あまり古くからの、この土地に根づいた地域とい

うことではないので、町会活動ですとか、そういったものの実態というのは、よく知らな

いのですけれども、古くからある町会の活動においては、絶対的に古くからいる方で、し

かも男性が町会長になり、その方がお歳を召されると、その息子さんが次の町会長にとい

う、そういうことが連綿と続いているらしいです。 

 女性もいますけれども、いわゆる女性部とか婦人部とか言われるところで、新年会など

で料理を運んだりお酌したりというのが、その婦人部の方ということが、いまだに続いて

いるというお話も聞くのです。 

 先ほど委員がおっしゃったように、６５歳を過ぎた方で、ずっとそういう生活をされて

きた方を今から変えなさいといっても無理な点はあるとは思うのですけれども、次の世代

に渡していくわけですよね。そのときに、その次に代わった若い人たちというのが、そう

いったことはもう止めようという意識に向くように、何とかいい方法があれば、やってい

けたらいいと思います。 

○委員 計画のどこかに、子どもに教育をしていくというのがありましたので、子どもの

ときから男女平等の意識を持っていくということが大切だと思います。 

私のところは集合住宅ですので、ある意味では合衆国みたいなもので、色々な人がいて、

その中でやりますから、私みたいなものでも会長になっていますけれども、一戸建ての昔

からの町会ですと、名士が会長になっていて、そこへ女性が入っていけないと皆さんおっ

しゃっています。お祭りとか細かい仕事は女性ですので、女性が頑張っておりますけれど

も、上で座っている人は男性で、本当にそれが現実ですよね。 

 板橋区の町会連合会の会長はもちろん男性ですけれども、副会長は６人いて、女性が１

人なのです。これをとりあえず、大きく望んでもいけないので、もう１人増やして、１人

ずつ増やして、男女平等にまでいくには年月がかかるかもしれませんけれども、何とかし
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ていきたいという話は、会長などにしているのですけれども、なかなか難しい話です。し

かし、言い続けていかなければいけないと思って、今回、私はこうして審議会に参加させ

ていただいたからには、なおさら何とかそこを変えていかないと、と思っています。 

 私の関連している地域センターの若い職員さんは、男性の職員さんも、もう５時になる

と、子どもさんをお風呂に入れなければいけないとか、寝かしつけないといけないからと、

定時になってすぐ帰る支度をしています。若い方は、ご夫婦でお買い物をしている姿もス

ーパーなどでたくさん見かけますので、今の若い方はそういうふうになってきていると思

いますけれども、本当に町会連合会こそ、と思っております。 

○会長 ありがとうございます。 

○委員 町会・自治会の会長さん、副会長さんというのは、幹部の方々がどちらかという

とご年配の、クラッシックな考えの方が多いので、なかなか難しいと思いますけれども、

その方々が少しでも目覚めるような勉強というか、学びの機会をうまく区の方でつくらな

いといけないだろうと思います。 

 それから、今のお話にあったように、そもそもそのクラッシックな方たちがいると、若

いフレッシュな方が、ＰＴＡの役員も苦労すると言っている時代ですから、なかなか町

会・自治会にそもそも参加しないという、これはどうするのだという問題があります。 

 それから、男女平等参画の視点も含めて、町会・自治会での運営に関して、区がガイド

ラインを出せるかは別ですけれども、何か運営の手引きのような、こういう配慮をできれ

ば、といったような、何かが必要だろうということと、もう一つは、もっと根本的に地域

活動そのものが成り立たないような状況になっているということです。賃貸の大型マンシ

ョンができると、ほぼ地域コミュニティはなくなりますよね。回覧板すら回ってこないと

いう状況です。 

 今、大型集合住宅が結構出来ています。分譲であれば管理組合があるのでしょうけれど

も、賃貸マンションの場合はそういうものもないので、地域活動、コミュニティ自体がど

んどん低下しているという現実に対して、男女平等以前に、そもそも地域の人同士がコミ

ュニケーションを取れるのかという問題も多分考えなければいけないと思います。 

○委員 大きな問題ですね。 

○委員 災害が起きたときに、その地域の人を助けるとか、そういったことに女性が入っ

ていないと、とても大変なことが起きるのです。 

 私は出身が仙台で、東日本大震災があった後、向こうにいた友人などの話を聞きますと、
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避難所などでも上のほうにいる人は男性で、食事を配るなど無償で小間使いと言ってしま

ったら何ですけれども、そういったことをするのは女性だったそうです。避難所長とか、

そういう人には報酬が支払われるのですけれども、細かいことをする女性たちには一切そ

ういうことはないということがあって、色々と物品を配るときにも、女性は、例えば生理

用品ですとか下着ですとか、そういったものをもらいに行くのに、物品の受け渡し所に、

でんと男性が座っていて、「こういう下着が欲しいのですけど」と言うと、「サイズは」

と聞かれると、すごく嫌だというような話とか、そういうことがありました。 

一旦災害が起きると、いわゆる災害弱者と言われるのは、どうしても女性に偏ってしま

うということがあるので、災害が起きたときに町会というのはないと困るところがあると

思うのです。お祭りや新年会だけの要員としてではなくて、いつ何が起きるか分からない

から、そのときには女性というのは必要なのですということを、ぜひ町会などでも取り組

んでいってほしいと思うのです。 

○委員 そうですよね。有事のときにどうするかが一番大事だということは、今訴えてい

る状況です。しかし今、活動が低下していることは事実なのです。そこへ若い人がどんど

ん入ってきて活性化してくれば、男女平等の話にも、どんどんなっていくと思うのです。 

 活動が低下しているから、必要ない方向に向かっていくかというと、今おっしゃったよ

うに絶対必要なものですし、板橋区自体も町会があってもらわないと困ると思うのです。 

ですので、男女平等になるように何とか知恵を働かせて、そういう町会連合会関係で、

男女平等の講演会みたいなことをしてもらえるとよいと思います。 

○委員 災害は、本当に男女不平等がすごく見えやすいので入っていきやすいかもしれな

いですよね。災害は平等に降ってくるわけではなくて、災害弱者のほうが、より強く被害

を受けるわけで、もちろん避難所の運営のこともそうですし、性暴力なども、平時からあ

るものがさらに色濃く出るというのはすごく言われています。 

私どもは相談窓口をやっているのですが、そういう声があるということが、ＮＨＫに取

材され、今度放映されることになりました。災害時の性暴力について、ＮＨＫがクローズ

アップして取り上げるということですけれども、実際にひどい状況だというのが、阪神・

淡路大震災の頃から言われていて、それが新潟でもあり、東北でもあり、そして熊本でも

ありました。普段の生活から性暴力に晒される日常がありますけれども、それは本当にな

くしていきたいと思いますので、色々な観点がありますが、防災のところをキーワードに

して進めていけたらいいのではないかと思います。 
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○委員 何の番組ですか。 

○委員 特集番組になるそうです。３月になると震災のことを色々とやるようなので、あ

わせて女性に対して暴力の問題も、相談のことについても取り上げるということです。 

○委員 私も地元の色々な話を聞くと、そんなことがあったのかと、びっくりすることが

いっぱいありました。 

○委員 今の話から若干ずれるのですけれども、行動計画の中で、相談件数が増加したと

いうことで『順調』ということになっているのですけれども、相談件数が増えたというの

が、皆さんの周知などの努力で増えることはいいのですが、どんな対応をなさっているの

かとか、その出口が重要で、相談が増加したということだけでいいのだろうかと思ったり

しました。 

 あと、私どもは今年度、内閣府の若年女性向けのＳＮＳ相談の業務を請け負いまして、

電話をかけられない世代がＳＮＳで相談をしてくる状況があったのですけれども、その低

年齢化がすごくて想像を絶しており、中学生ぐらいからの相談でも、性暴力の相談なので

す。 

 それが、いつ始まったかというと、小学生ぐらいから、同級生同士にということですと

か、２、３日前も、中学生が同級生の写真を撮ってそれを売っていたというニュースもあ

りましたけれども、スマホで動画を撮って脅すのですね。レイプされたことが怖いという

より、その動画を拡散されることが怖いという相談だったりするのです。 

 本当に低年齢化しているので、そこへのアプローチとか、いわゆる性教育のようなこと、

人権教育のようなことというのは、ますます今後必要ではないかと実感しているところで

す。 

○委員 お聞きしていいですか。親御さんが子どもを虐待するという事件が非常に多いよ

うに思うのですけれども、その原因というのは何ですか。 

○委員 性虐待、性的なものというのは、支配とコントロールが根本にあると思いますの

で、性的欲求だけではないというのが今のところの研究では多く言われております。小児

性愛（ペドフィリア）というのがありますが、成人女性と向き合えないというような、そ

の方の問題もあろうかと思いますけれども、性的欲求だけではないというのは研究で明ら

かになっております。 

○会長 対策としては、加害者に対する教育ですとか研修でしょうか。 

○委員 もちろん、本当に病的なところはあろうかと思いますが、治療が必要な場合もあ
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るでしょうし。 

男女平等参画のことを知らないという区の職員がたくさんいるというのは、突き詰めれ

ば色々なことに関わってきます。本当に知識として必要だと思いますので、ぜひ学んでい

ただきたいです。 

○会長 お話が、ＤＶや性被害のことに及んできたので、その分野でも何かほかにご意見

はございますか。 

○委員 教育が一番の基本だと思うのです。その人の体はその人のものであって、他人が

どうこうしていいものではないという基本的なところを、小さいうちから、そこの意識を

持たせていく教育をしないと、大人になってしまってからでは難しい面もあるのかと思い

ます。 

 今年ニュースになったのですけれども、「センター試験に向かう女子高生は、痴漢され

たと思っても、ちゃんと時間までに学校に行かないといけないから届け出ない、なので、

痴漢のやりどきだ」みたいなことがネットに広がって、東大の学生がもう２年か３年続け

てやっていて、「今年も成功」というような、「今年も何人達成」というようなものをネ

ットにあげたというのが問題になりました。 

 東大に入るぐらいの男子学生であれば、かなり勉強のできる子だろうと思うのですけれ

ども、そういう子が、どうしてそういった対人間に対する基本的な人権意識というものを

持たないまま東大に入ってしまったのだろうかと、非常に疑問でもあり、残念でもあり、

嘆かわしいという気がしました。 

○会長 先ほど出ていたように、低年齢化しているとしたら、小学生から教育しなければ

いけないということですよね。もしかしたらもっと前かもしれないですね、幼稚園とか。 

○委員 そうですね、カナダなどでは発達年齢に応じて、低学年で、本当に小さいうちか

らやっていることもあります。 

○委員 うちの近所で最近発覚したのですけれども、お孫さんがおばあちゃんを蹴飛ばし

たり、叩いたり、ずっといじめていたというのです。何がきっかけだったのか分かりませ

んが発覚しまして、おばあちゃんとは分かれて住むようになりましたけれども、欲求不満

か何か分かりませんけれども、そういう弱いものに行くのでしょうね。 

親から虐待を受けていた子どもが、今度は違う人にするとかいう話を聞いたことがあり

ますが、やはり大きくなってからというのは難しいですから、子どもさんの学校教育の中

で、ぜひやっていただきたいと思います。 
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○委員 学校で学んでも、おうちの中が暴力家庭であれば、そういう再生産してしまうよ

うなこともあります。幾ら学校で教えても、反対もあり得ると思うのですけれども、学び

の場も本当に色々ありますので。 

○会長 委員は、だいぶ相談を受けていらっしゃるから、色々な事例をご存じでいらっし

ゃると思いますが。 

○委員 そうですね。ＤＶに関しては、身体的暴力はＤＶだと思っているけれども、その

ほかのいわゆる精神的暴力とか、経済的とか、社会的暴力が、もちろん性的暴力などもあ

りますけれども、それがＤＶだという認識が、まだ薄いのかと思います。ご自身が暴力を

受けているということも分からないし、やっている側もそういう認識で、どこまで意識し

てやっているか分からないのですけれども、これは暴力なのだよ、ハラスメントなのだよ、

いけないのだよ、ということ、これがあまり分かっていないのです。 

殴ったり蹴ったりは、さすがにみんなこれはだめだと分かりますけれども、体の大きい

夫から舌打ちをされただけでも、もう震え上がって何もできなくなるとか、そういうこと

が暴力なのだと、そういうことですよね。そこの認識とか、啓発なのではないでしょうか。 

○委員 ある新聞の投書に、その方は６０歳近いのではないかと思うのですけれども、あ

る女性が、「私は結婚して以来、夫から、おまえは余計なことを言うなと毎日のように言

われて過ごしてきた」という投書があったのです。 

何かについて、自分が意見を言うと、「おまえは余計なことを言うな」と言われるとい

う、それも叩いたり蹴ったりはされないけれども、精神的な支配であって、明らかなＤＶ

ですよね。そういう、相手の人格を尊重するということ、それから、もちろん相手の体も

尊重するということは、小さいときからの教育がないと駄目なのではないかという気がど

うしてもするのです。 

 学校教育の教科として性教育というものをきちんと位置付けて取り上げるということは、

なかなか難しいとよく言われるのですけれども、例えば課外活動とか、夏休みに入る直前

などの時間があるときに、よく学校で、地域の色々なことを知っている大人が来て、ちょ

っとしたことをお話してくれるとか、そういうことはやっているのですよね。そういう時

間を利用して、例えば、自分が面白くないからといって人を殴ってはいけないのだよとか、

そういうことは何とか工夫すればやっていけることもあるのではないかと思います。 

 また、大人から性的な何かをされそうになったときに、どうやって防いで逃げればいい

か、そういったことを実際に教えている団体もありますので、活用していければと思いま
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す。 

○男女社会参画課長 前回の分科会には、委員に学校の先生がいらして、そこでお話され

ていましたけれども、人権教育プログラムというものの中に、女性の人権も入っていると

いう指導になっているそうです。 

言うならば浅く広く、小学校や中学校は色々な授業課程が詰まっているところなので、

そこに特化してというようなのは、なかなか難しいようです。 

ただ、性教育のことは、海外はそれこそ早い段階からやっていますけれども、日本は、

なかなか性教育が進んでいない部分があるのは確かなので、そこに対して、真正面から教

育委員会を通してということ以外に何かいい方法が、アプローチできる方法がないかと課

においても検討しています。 

あと、例えば相談事業で言いますと、育児の関係での相談ができるということで、相談

件数が増え、先ほどおっしゃっていた自分がＤＶを受けている実感のない方が、そこから

ＤＶが分かって、支援につながるということがあります。 

○会長 お送りいただいたＪＫビジネスとかＡＶ出演強要という参考資料３なども拝見し

て、思うところが三つほどあります。 

一つ目は皆さんが今おっしゃってくださった意識啓発です。教育を含めて、これがいけ

ないということを知っていただくということ。二つ目は、何か起こったときのサポート体

制です。ここに駆け込めば何とかできるという窓口をつくり、サポート体制をつくり、そ

れを周知するということ。三つ目は、そもそも何でそのようなことが起きるのかというこ

とです。例えば経済的な理由や家庭の背景があって、性的なビジネスに足を踏み込んでし

まう女子がいるという、そもそもの背景のところに踏み込んでのアプローチ、その三つを

考えないといけないのではないかという気がいたしました。 

○男女社会参画課長 行うことができている事業が一つだけありまして、弁護士会にお願

いして、年に１校だけ中学校を対象に、デートＤＶ防止の講座を行っています。 

 中学校にやるかどうかを尋ねてみますと、ほとんどの学校でやりますと言ってもらえま

す。しかし、予算がついておらず、弁護士会の出前講座で１校だけそれを無料でやっても

らえるというところで実施しています。 

例えば、男女共同参画も含めて、そういう講座を全部の中学校において計画的に、例え

ば３年間で必ず１回は受けられるようにしたほうがいいのではないかというご提案などが

あれば、検討していきたいと思います。 
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○委員 １校だけですか。 

○男女社会参画課長 はい。現在は１校しかできないので、個別に希望を尋ねていますが、

全中学校に対して希望があるかどうか聞いてみたら、もっと本当は学校側としてもニーズ

があるのかもしれない、そんな状況です。 

○委員 ぜひ、増やしてほしいですよね。 

○委員 義務教育で一つの学校だけができて、ほかが聞いていないというのは不平等な気

もします。 

○会長 新入生の入学時セミナーで必須のテーマにしてほしいですよね。 

○委員 今だったら、ライブ配信とか方法があります。弁護士さんだってそれほど暇では

ないので、毎月１校ずつ全部の学校に行くなんてことはできないでしょうし、本当は目の

前がいいのでしょうけれども、しかしライブで学校に配信すれば、かなり幅広く、予算も

それほどかけずにできると思います。 

 例えば、中学であれば３年間で卒業するわけですから、板橋区のすべての中学校が３年

間で最低でも１回は見られるようにする、そういう数の積み上げをきちんと立ててやらな

ければなりません。 

○委員 本当に、被害は小学生、中学生にシフトされているような気がしますので、何と

か中学生のうちにやらなければと思います。 

○会長 小学生から必要ということですよね。 

○委員 スマホを持っている年代も低年齢化していますので、もちろん、小学生のほうが

よいとは思います。子どもたちのほうが、誤った情報も含めて色々と知ってしまっている

ので、ライブ配信もいいかもしれないですし、とにかく一人一人にもれなく伝えたいとい

う思いがあります。 

○委員 それこそスマホで、小学生や中学生は全員ではなくてもかなり持っていますから、

ゲーム的要素のあるアプリを開発すれば、このリーフレットを６千部配布などよりよほど

対象者が多いですよね。スマホをうまく活用できれば、費用がかからない、印刷しなくて

いいわけですし、一番それが効果的だと思います。 

子育て関係は、随分と区が工夫しています。子どもの予防接種を受ける時期が来たとき

にアプリでちゃんと知らせてくれるとか、よくできたものがあって、今は工夫すれば、こ

ういう関係にしても何か色々と便利なものができるのではないかと思います。 

○委員 子育てアプリの掲載ということも、めざす姿４のところにありますね。 
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○委員 その中にも、コンテンツとして、これの全般に関わるものを入れるとか。 

○委員 もちろん、子どもだけではなくて親も知っておかなければいけないことだと思い

ますので、こういうのがどんどん活用され、ブラッシュアップされていくといいかもしれ

ません。 

○会長 ４－３－２にも書いてありますね。 

では、性暴力、ＤＶの関連は、大体よろしいでしょうか。 

○委員 庁内の連携を強めてほしいと思います。あと、知識のところ、もちろん学んでは

いらっしゃると思うのですが、重点的にやっていいただきたいと思います。 

○委員 横串が必要というお話がありましたが、本当にそうだと思うのです。縦割りでは

なく、すべてのものに男女平等、人権教育というのは横串として貫かれることが望ましい

と思います。 

○委員 審議会だけで、アクティブプランをつくって終わりではなくて、区には色々な計

画がありますよね。子ども関係でも幾つかありますし、障がい者、障がい児関係もありま

すし、本来は全部にこういう視点が含まれていなければいけません。 

○会長 あらゆることにジェンダーの視点というのは必要ですからね。そうすると、意思

決定層に管理職の女性が必要という話にまた立ち戻ってしまうのですけれども。 

○委員 後は、総合計画は最上位計画ですから、そこで、しっかりと明確にこうだ、とい

う視点があれば、意味があると思うのです。 

○委員 区役所というのは難しいところがあって、色々な協議会に参加させていただくと、

福祉関係でも、板橋区の色々な部とか課で、高齢者に対する何とかという審議はするので

すけれども、横の連携が意外となかなか取れないようですね、板橋区の中で。それをうま

く、横の連携をしっかりと取って、今おっしゃったみたいなものがつくれるといいのです

が。 

○会長 ありがとうございます。 

 それでは、この成果指標の目標に対する達成度のチェックと、それから今後に関して、

ほかに何かなければ、文言に関する議論などもしたいと思いますけれども、いかがでしょ

うか。 

○委員 一つだけいいですか。めざす姿２と３ではないのですけれども、４にダイバーシ

ティ＆インクルージョンとあります。これは、一項目というよりは、すべてにダイバーシ

ティ＆インクルージョンの視点がかからなければいけないと私は理解をしているのです。 
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もちろんその中で、特にここでというクローズアップは必要だと思いますけれども、キ

ーワードとしては、ダイバーシティ＆インクルージョンはすべてにかかるという点を、も

っと大事にしなければいけない話です。 

２０２０まで、あまり言葉としてはそこを明確に言っていなかったですよね。ですから、

一項目として出すだけはなくて、思想というか考え方を、理念として整備するとか、そう

いうことも必要な気がします。 

○会長 おっしゃるとおり、全部にかかるものですね。これを抜き出した理由は、１回目

の時にご説明いただいたかと思うのですが。 

○男女社会参画課長 現行の計画には、ＬＧＢＴの取組もほとんど入っておらず、『様々

なハラスメントの防止』のところに少し入っていただけだったのですが、今、東京都をは

じめ、色々なところで性的マイノリティへの支援という施策が講じられています。 

 板橋区においても、そこを進めていくにあたり、性的マイノリティに関する取組だけで

はなくて、外国の方も、障がいのある方も含めた、色々な、多様な方の理解促進に向けた

ダイバーシティ＆インクルージョンの実現というところを出していこうと、ここに入れま

した。 

 性的マイノリティだけではなくて、そのほかも含めてという考えで入れたのですが、お

っしゃるとおり、男女平等だけがメインなのか、それともダイバーシティ＆インクルージ

ョンの視点でやるのか、本当にどっちもどっちであるのは認識しております。ただ、言葉

の問題なのですけれども、男女平等参画基本条例に基づいた行動計画というところを踏ま

えて、メインには男女平等という言葉を使わせていただき、例えば、右上のところにあり

ますけれども、視点でダイバーシティを使っていくというのは、あるのではないかと考え

ております。 

 ダイバーシティ＆インクルージョンが実現するということが、もちろん最終目標ではあ

ります。民間企業においては、既にダイバーシティ＆インクルージョンという言葉が使わ

れていますけれども、自治体ではなかなか、ダイバーシティ＆インクルージョンと言って

も、そのカタカナは分からないから共生社会にしなさい、とかいうご意見がとても多く、

自治体としても、ダイバーシティを推進していくと明言されているのは、三重県くらいな

のです。 

 ２３区の中でも、ダイバーシティという言葉をセンターの名前に使っていたり、部署名

に使っていたりする区はあるのですけれども、それは、ダイバーシティ＆インクルージョ
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ンを進めるからそういう部署名にしているというわけではなくて、性的マイノリティに対

する施策などもやっていくから、ダイバーシティという言葉を使っているという状況です。 

そういう意味では、ダイバーシティ＆インクルージョンという言葉を、行動計画の目標

として使うのは、２３区の中でも初めてに近いので、このあたりの位置付けでやらせてい

ただきながら、視点としては、そういうところも含めていくのがいいのではないかと思っ

ています。 

○委員 多様性とは何だろうということで、去年の秋ごろ、私たちの仲間で勉強会をしま

した。もちろん性的マイノリティの方も含まれますけれども、本来で言えば、国籍とか、

人種とか、障がいがあるとかないとか、それから年齢とか、そういった、あらゆることに

対する差別のないことが多様性を認めていく社会であって、その中に性的マイノリティの

方々も含まれるということではないかと私たちは思ったのですけれども、今、巷で言われ

ているのは、とにかくＬＧＢＴの人たちを平等に扱ってほしい、そこだけがクローズアッ

プされているような感じがしております。 

 昨年、区議会議員の有志が、本会議に議員提案として、男女平等参画基本条例を名称か

ら変えて、多様性を平等にする条例とか、そういったものに変えて、その中に性的マイノ

リティの人たちの平等も含めるよう条例を変えてほしいということを議員提案されたので

す。 

○会長 板橋区で、ですか。 

○委員 はい。そのときに、私たちも聞いたのです。「この場合にいう、救済してほしい

という人たちは、性的指向に関しての人ということだけを対象にしているのですか」と言

ったら、議員提案された中の一人の議員さんが「そうです」とおっしゃったのです。 

 そうすると、例えば、長いこと差別に苦しんできた在日韓国人の方ですとか、それから

肌の色の違う人とか、そういう人たちは、それはそれで別にしておいて、性的マイノリテ

ィ、性的指向の人だけを平等にしてくれということだとしたら、それはとんでもないとい

うことで、私たちも反対運動のようなこともしたのです。 

 今は、多様性というとイコールＬＧＢＴ、その人たちを平等にしなくては、みたいに思

われてしまうというのが偏っているという気がしています。 

○委員 狭いイメージになってしまいますよね。 

 例えはよくないのですけれども、かつては、障がい者の方が利用しやすいようにバリア

フリーといった、あれは明らかに障がいを持った方々に対して、集中的にスロープをつけ
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るとかいう話でしたが、今はユニバーサルデザインで、障がい者はもちろんのこと、高齢

者であろうと、健常者でも、たまたまけがをして松葉杖をついているとか、力を入れずに

ドアが開くとか、まさに多様な広がりの中で優しくしようというイメージになっています。 

バリアフリーではなくてユニバーサルデザインという、デザインだけではなく思想だと

思うのですけれども、多分、ダイバーシティとかインクルージョンも、そういうことだと

思うのです。そこだけを特化してこうしてあげようというのは、それをもちろん含んだ上

で、そうではない人も全部一緒にひっくるめてということですよね。 

○委員 男女平等になっていない板橋区の中で、ダイバーシティ＆インクルージョンと言

えば通りやすくなるのでしたらいいですけれども、事務局のお話だと、ダイバーシティは

何ですか、インクルージョンは何ですか、という世界だというのをうかがって、また驚き

ました。 

 男女平等という、二分論もいいのか悪いのかはまた置いておいても、ジェンダー・ギャ

ップは、まだすごくある日本において、その差を縮めるというところに主眼を置くとする

と、薄められてしまうと困るというのはあります。ダイバーシティとかインクルージョン

ということになって、男女平等が薄められるのは危惧するというか、避けたいという気持

ちはあります。 

 ただ、広く浅くというのか、ダイバーシティ＆インクルージョンというのは、本当に基

本ですから、それで、みんなが分かってくれるのだったら、こういうものもいいとは思い

ますけれども、ただ、ＬＧＢＴのことだけですとなってしまうのは、またやや危険があり

ます。性的マイノリティのことを入れるのも大事だと思いますし、もちろん、障がい者、

外国人、色々なこともあると思います。 

○男女社会参画課長 当課は人権を所管する部署でもありまして、他区ですと、例えば人

権推進課とか、男女平等参画・人権課といったような、人権を名称に含んでいるのですけ

れども、板橋区では名称は入っていないながらも、人権を担当しています。 

 施策名にも、今までは具体的についていないので、ここのダイバーシティ＆インクルー

ジョンのところは人権施策を位置付ける、そのようなイメージを持っています。 

○会長 もし、そうだとしたら、人権という言葉がどこかに入ってもいいのではないでし

ょうか。ダイバーシティ＆インクルージョンの文言に入れるのが一案です。もう一つは、

皆さんがおっしゃっているように、ＬＧＢＴ、性的マイノリティという言葉は出ているの

ですけれども、さまざまな人がというところをもう少し具体的に、性別、国籍問わず、障
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がい問わずなど、色々な人を包括するような表現にすると、よろしいのかと思います。 

これまでの議論も踏まえてアクティブプラン２０２５の一番上にある視点というところ

で、全体をくくる、キャッチコピーですよね。今、案を出してくださっていますが、これ

のうちどれがいいか、もしくはこれに替わるような、もっといい案があれば、ご意見をい

ただきたいと思います。 

○委員 私は『ジェンダーにとらわれず』と入るのがいいと個人的に思っています。ジェ

ンダーということも、まだ理解されていないこともあるかもしれないですが、これを機に、

何だろうとか、そういうことなのかということを分かってもらうためにも、という気持ち

があります。 

○委員 キャッチフレーズとしてはコンパクトにしなくてはいけないのでしょうけれども、

これは全部、どちらかというと、『一人ひとり』とか、『個人』とあります。そこは大事

なのですけれども、その一人ひとりが、『みんなと』とか、『地域で』とか、何かそうい

うキーワードが入ると、なおいいのではないかと思います。 

○会長 そうですね。これは地域のプランですからね。 

ジェンダーという言葉は、どうでしょうか。委員がおっしゃることも、すごくよく分か

ります。性別ではなくて、ジェンダーという言葉をあえて使うことで、問題意識を喚起す

ることになるのか、これ、わからないとなるのか。どちらに転ぶのか。 

○委員 ジェンダーという言葉は、だいぶ浸透してきたとは思うのですよね。 

 以前、私が審議会委員をやったときには、ジェンダーとは何だか分からない人がいっぱ

いいて、その後、いわゆるバックラッシュということが起きて、ジェンダーフリーという

言葉が、ジェンダーフリー、イコールフリーセックスで、何か変なことになるみたいな反

対派の大キャンペーンがありまして、ジェンダーフリーはもちろん、ジェンダーという言

葉さえも、公的な場で使うなというようなことになった時期もあったのですけれども、今

は、だいぶ、ジェンダーという言葉は社会に浸透してきた感じはあります。 

○委員 萩生田大臣もジェンダーという言葉を答弁か何かで発せられて、大臣も言うよう

になったのだなと、そんな感じがありました。内閣などは、まだピリピリしているときも

ありますけれども、もう時代遅れじゃないですかという、今はいつですか、２０２０年で

すよというような気持ちもあります。 

○会長 世界経済フォーラムが発表するジェンダー・ギャップ指数が１２１位と過去最低

となったことで、昨年の年末から新聞の見出しに度々登場するようになりまして、目にす
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る機会は増えてきていますね。 

○男女社会参画課長 板橋区としては、ＳＤＧｓを推進しているのですが、そのＳＤＧｓ

の中にはっきりと「ジェンダー平等を実現しよう」という言葉が出ています。それでジェ

ンダーという言葉を拒否するということでは、全く一致しないですから、そういう意味で

は、次の計画をつくっていくところの前文にも、ＳＤＧｓ、ジェンダー平等ということを

入れ込んでいくことになるかと思いますので、そこはチャレンジといいますか使っていっ

てよいと思います。 

お話の途中で申し訳ありませんが、本日、企業に関する取組のところが、審議の中であ

まり出てきていません。会長も、企業人の女性のお話を研究されていらっしゃると思いま

すので、企業に向けた人材育成など、そのあたりも踏まえてご意見いただけますでしょう

か。 

○事務局 アクティブプラン２０２０ですと、めざす姿１に入っていたところです。２０

２５ですと、めざす姿２の部分の『働く場における男女平等参画の推進』いう分野になり

ます。 

○委員 きっと企業も同じで、男女の管理職の問題ですとか、賃金格差ですよね。勤める

年数によっても変わってくると思いますが。 

 あとは男性の働き方、長時間労働とか、それからハラスメントでしょうか。対策として

はセクハラ、パワハラといったことは、企業の存続に関わることだということで、取組を

進めてもらいたいですね。 

○委員 施策が難しいのですよね。くるみんマークとか、そんなようなものでインセンテ

ィブを少し考えるとかでないと、あなたの企業はけしからん、なんてことはなかなか言え

ませんので。 

○委員 優良企業の表彰というのは、長年やっていたかと思いますが。 

○委員 国などの事業においては、そういうものを取得しないと、そもそも入札に参加で

きないとか、そういったことがありますよね。 

○委員 社内のセクハラに関しては、かなり浸透してきたのではないかという気はしてい

るのです。割と女性からも、「それってセクハラだよ」と言えるようになったという風土

はできてきたのではないかという気はしています。 

○委員 あとは、都との住みわけですよね。板橋区に会社があっても、社員がみな板橋区

に住んでいるわけではないですし、逆に板橋区の方が、ほかの区にお勤めになっていると
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か、区を横断している部分がありますので、もちろん、区は区としてきちんと啓蒙し、で

きれば表彰みたいなものも必要だと思いますけれども、同時に都とリンクをしないと難し

いと思います。 

○委員 これは区内事業者向けをイメージされているのですよね。 

○男女社会参画課長 はい。区内企業に向けた働きかけについては、当課が直接するとい

うよりは、産業関係の担当部署において、利益拡大などといった方向性の施策がメインに

なっています。 

これからは男女平等参画が必要なことであり、人材育成や雇用の問題にも繋がっている

ベースの部分になるというところで、施策についてご意見をいただけたらと思います。 

○会長 板橋区で、男女共同参画企業とか、ワーク・ライフ・バランス推進企業の表彰を

していますか。 

○男女社会参画課長 はい。 

○委員 例えば、女性社員を定着させることで業績がアップしたとか、割合が半々になり

ましたというだけではなく、目に見える成果とかそういうものがあると、それに追いつけ、

追い越せになってくる企業が出てくるかと思いますし、区役所も大きな事業所ではあると

思いますので、区役所が旗振り役になっていただければと思います。 

○会長 中小企業が多い、製造業も多いですから板橋区は。今おっしゃったように、やは

り男女平等参画を進めること、女性登用を進めることで、こんなプラスがあったという事

例を、それをもう少し積極的に、好事例として、ベストプラクティスとして発信してくと

いうことをやっていくとよいと思います。 

○委員 多分、どの業種もそうですけれども、これから人口減少ですから、優良企業は人

材確保、人材定着に明らかに成果が見られたとか、そういうことはインパクトが大きいか

もしれないですね。どの企業も、いい人材は取りたいわけですから、そうすると、男女平

等、男女共同をやっているところは、非常に人材確保がしやすいとか、優秀な人材が来て

くれるとか、それは多分、企業にとってインパクトがあると思います。 

○委員 板橋区は、大企業というのは数が少なくて、ほとんどが中小企業なのです。です

ので、本当に人材を定着させるというのは、各企業さんは死活問題だろうと思いますので、

きちんと、女性の力というものを評価した上で雇用していっていただければと思います。 

○男女社会参画課長 会長にお聞きしたいのですが、女性人材を活用している企業さんの

ほうが、業績がいいとか、そういうデータを出していたりしますか。 
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○会長 たくさんありますね。海外が多いですけれども、有名なのはクレディ・スイス、

マッキンゼーとか、そのあたりが、よく発表しています。 

○委員 株価に直結してきますからね。 

○委員 そうですよね。海外投資家の目から見たら、もう日本は本当に選ばれなくなって

きています。 

 あとは先ほど言ったように、３５歳から３９歳ぐらいで、優秀な人材が辞めてしまって

いる区民の方もいらっしゃると思うので、そういった方をターゲットにして、もう一度働

いてもらうとか、そのような事業があってもいいかもしれないですね。近くの職場で働け

ることがメリットだということもあるかと思いますので。 

○会長 そうすると、再就職支援セミナーのようなものでしょうか。 

○委員 マッチングとか、きっと区の事業としてもなさっていると思います。 

○会長 セミナー及び、実際的なハローワークと提携してのマッチングなどですよね。 

３０分以内のところで就職したいという方が多いのですよね。板橋区在住で、こんな企

業もあるし、住みやすいし、子育てしやすいという、そういうイメージがつくられるとい

いわけですよね。 

○委員 相当色々なメリットがあるのです。保育について、長時間延長保育をお願いしな

くていいとか、全部にメリットが出てきます。 

○委員 通勤は本当に大変ですからね。 

○委員 遠くに通わず、地元にいれば、たぶんコミュニティができます。そうすると、地

域防災に繋がります。 

○委員 女性の側、女性自身も問題はかなり抱えてはいると思うのですね。 

 一度、子どものことが大変だからといって仕事から離れてしまうと、自分は確かに大学

で何々の勉強をしたけれども、こうやって主婦業をやって、子どもと遊んで、時々カルチ

ャーセンターなんかに行って、こういう生活は楽ではないか、と思ってしまうという、若

いときに青雲の志をもって仕事に就いたときの気持ちを、そこで自分から失くしてしまう

というところも、あるのではないかという気はしているのですね。 

 もちろん、環境さえ整えば、私はもう一回バリバリ仕事をするという人もいるとは思う

のですけれど、その気持ちを奮起させるというか、そこのところを何かもうちょっとでき

たら、３０歳後半ぐらいの女性たちが、もう一回、社会に出て働こう、仕事をしよう、自

分の能力を発揮しようと思うチャンスというのはあるのではないかという気がするのです。 
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○会長  今日出ていないことで一つだけ。 

 『待機児童の解消には至っていないものの順調』、解消に至っていないのに、順調とは

言えないと思うのです。待機児童はゼロにすべきです。 

 今日の日経新聞にも出ていましたけれども、待機児童が減っている中で、今、保育の質

をもっと担保しようという、そういう流れになっています。待機児童ゼロは当然のことで、

もっと質も高めていくことに目を向けるべきです。それが今、委員さんがおっしゃったよ

うに、ここ板橋でなら、もう一度再就職して頑張れると思えるということに繋がると思い

ます。育児をしながら働く、そこを心配しなくていい自治体であるというのは、大前提と

して担保しないといけないのではないかと思いました。 

 皆さん最後に、こんなふうに、言い残したことがありましたらお願いします。 

○委員 待機児童問題は、確かに何とかしなくてはいけないのですが、この本質に関わっ

ていて、要するに人材難なのです。施設をつくる、増やすこと以上に、つくってもそこに

きちんと保育者を雇用して来てもらわないと、子どもを受け入れられないという問題があ

ります。特定の空いている園があったときに、それはなぜかというと、職員が確保できて

いないから、職員が見られる子どもの数しか受け入れられませんというのが、現に起きる

時代なのです。 

そうすると、保育者も基本は女性が圧倒的に多いわけですから、この方々の、この視点

も入れなくてはいけないし、ワーク・ライフ・バランスも考えないといけません。 

多分、人材不足をもっと考えないと、もちろん、なかなか開設場所も今難しいというの

はありますけれども、最大のネックは人だと私は思っているので、それもあわせて考えな

いといけない課題です。 

○委員 ケア労働を低賃金で行ってきた、つけですね。 

○委員 利用するお母さん方は、両立できてラッキーだけれども、そこで働いている保育

士さんが、全然そうではないというのは、おかしな話ですから。 

○会長 そうですね。ありがとうございます。ほかに一言ずつ、よろしいですか。 

○委員 ＤＶのこと、暴力のことで言えば、若年女性に対する働きかけというのは、今後、

ますます必要になってくるかと思いますので、改めて、事業等に取り組んでいただければ

と思います。 

○委員 よろしいでしょうか。２－１－１、男性・女性の意識改革の推進というところが、

３年間、『順調』、『順調』、『順調』と来ていますけれども、審議会でのご意見などを
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聞いても、なかなか順調と言えるほど進んでいるのかという気はします。 

 特に、家庭内でのいわゆる意識改革というか、そういったものは、まだまだのところは

あるのではないかという気がしています。 

○委員 指標がアウトプットとアウトカムで違うのですよね。そのために、このリーフレ

ットを増やしましたといったら、多分、『順調』になるのですけれども、それが本当に本

質的な成果が出るかとなると、そこまで踏み込めないという話ですよね。 

○委員 そうなのですよね。実態として表れないと。 

○委員 スケジュール的にはどういう感じで、詰めていくことになるのですか。 

○男女社会参画課長 次回は４月に審議会を開催しますので、その時に、今日いただいた

施策事業のご提案と、もう一つの分科会の内容をあわせて、新しい計画の大枠を示す予定

です。次第の裏に全体のスケジュールがございます。 

○会長 それでは、よろしいでしょうか。 

 たくさんの貴重なご意見をいただきましてありがとうございます。 

 ただいま、ご説明がありましたように、これは、もう一つの分科会とあわせて取りまと

めていただいて、４月にもう一度、審議会ということで、そこでお諮りしたいと思います。 

 それでは、本日は長時間ありがとうございました。 

 

午後１２時００分 閉会 

 

 


